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自分は学校に楽しく通っている。

学校では，不審者や地震・火災・水害に備えていると思う。

学校では，美化活動や整理整頓が心がけられていると思う。

学校では，危険な個所や破損物の点検・改修・整備に努められていると思う。

授業では，学習のめあて（目標）などが示されている。

授業はわかりやすく，工夫されている。

先生は，学習上の質問にわかりやすくていねいに答えてくれる。

自分は授業の中で，満足感や達成感を持つことができている。

教科で学習したことが，身についてきたと思う。

先生は，自分の学力や，努力していることを適切に評価してくれる。

観点別評価や評定の意味について理解できている。

自分は，家で自主的に学習や読書をしている。

自分は，国語の学習をがんばっていると思う。

自分は，社会の学習をがんばっていると思う。

自分は，数学の学習をがんばっていると思う。

自分は，理科の学習をがんばっていると思う。

自分は，音楽の学習をがんばっていると思う。

自分は，美術の学習をがんばっていると思う。

自分は，保健体育の学習をがんばっていると思う。

自分は，技術の学習をがんばっていると思う。

自分は，家庭の学習をがんばっていると思う。

自分は，英語の学習をがんばっていると思う。

自分は，総合的な学習をがんばっていると思う。

先生は，生徒のよいところを適切に評価し認めてくれる。

先生は，生徒の間違った行動を適切に注意してくれる。

先生は，困ったときに親身（しんみ）になって相談に応じてくれる。

学級や集団づくりを通して，人間関係や役割の大切さを感じている。

自分は，学校生活の決まりや約束を守って生活している。

自分には，生徒会活動や学級活動でがんばれる場がある。

自分は，部活動でがんばれる場がある。

自分は，進んであいさつをしている。

自分のことを自分で大切にできていると思う。

他者への思いやりの心を持つことは，とても大切だと思う。

令和２年度 後期学校評価 全校生徒

適合度そう思う 適合度大体そう思う 適合度あまりそう思わない 適合度そう思わない

後期アンケート結果は、概ね前期同様の結果となっているが、前期結果と比べ、適合度「そう思う」が少々下降し「だいたいそう思う」が上昇している。双方を合わせた「＋」評価は、概ね同じであっ

た。

・授業については安定して比較的数値が良くなっている。一方で「家で自主的に学習や読書をしている」は，なかなか数値が上がらない。大幅な向上は難しいが，継続的な課題としたい。

・「観点別評価や評定の意味について理解できている」の値が低下している、コロナ禍で，教育課程の説明や総合的な学習などについて、時間を十分割けなかったことが影響していると考えられ

る。

・「確かな学力」の育成に向けての「学力向上プラン」については、来年度も継続して、確プロや定期テストなどの予習復習については、学年を中心として強く働きかけていくとともに「GIGA端末を活

用した学習」を教職員一丸となって取り組んでいきたい。

・数年来、道徳については、1時間1時間の授業は勿論，評価を意識して取り組んでいる。また、「生徒の良いところへの評価」については、100％ができていると考えていて、生徒の満足度が高

い。

・「豊かな心」の育成に向けての各項目は、ここ数年，大きな変動はない。ただ、今年度はコロナの影響が少なからずあったことと、困っている生徒に対し、教員が更に注視しながら取り組みを進

めていたことが伺える。来年度に向けて自己肯定感を涵養できるような取組を継続して取り組んでいきたい。また、今年度コロナの影響で縮小した「集団のよさを生かした学級づくりや生徒会活

動、行事，部活動など」を来年度は積極的に設定し、豊かな感性・情操を育む教育を充実させてきたい。


